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動
労
「
本
部
'
一
派
の
ス
ト
破
h
y
の
実
態

動
労
「
本
部
」
は
ス
ト
破
h
y
集
団
で
あ
る
/

，
事
実
は
小
説
よ
h
y
奇
念
-
p
'
|
|
い
く
ら
動
労
「
本
部

」
反
動
分
子
が
、
か
つ
て
の
，
鬼
の
動
労

8

の
栄
光
を
か

〈
れ
み
の

K
し
、
彼
ら
一
流
の
デ
マ
宣
伝
を
も
っ
て
し
て

も
ス
ト
破
り
と
い
う
労
働
者

K
と
っ
て
唾
棄
す
べ
き
階
級

的
大
罪
か
ら
は
逃
が
れ
る
と
と
は
で
き
ま
い
。

そ
の
裏
切
h
y
の
実
態
は
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。

①

ス

ト

破

-P
要
員
H

助
役
機
関
士
線
見
訓
練
を
積
極
一

…
的

K
受

け

入

れ

た

動

労

「

本

部

」

/

動

「
本
部
」
派
鈴
木
正
広
(
佐
倉
)
は
、
，
助
役
機
関
士

線
見
に
反
対
し
、
運
転
窒

K
ラ
ッ
チ
(
錠
)
を
か
け
て
闘

う
'
等
と
言
い
の
が
れ
し
た
が
、
そ
れ
も
真
赤
左
大
ウ
ソ

で
あ
り
、
二
月
十
九
日
、
動
労
千
葉
組
合
員
が
成
問
・
佐

倉
岡
拠
点
で
体
を
張
っ
て
阻
止
闘
争
を
た
た
か
っ
て
い
る

最
中
、
「
公
安
官
の
助
動
、
ガ
ー
ド
マ
ン
・
県
警
で
警

備
の
万
全
を
期
す
」
走
る
「
要
求
」
が
前
進
し
た
と
し
て

「
助
役
機
関
士
線
見
受
け
入
れ
」
を
な
と
な
う
と
い
う
ス

ト
磁
り
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

②
国
鉄
-
当
局

K
「
保
護
願
い
」
を
提
出
し
、
公
安
・

…
自
腕

K
I
る
ガ
|
ド
を
要
請
し
た
「
本
部
」
派
/
・

三
月
二
日
、
動
労
千
葉
が
ス
ト
ラ
イ
キ

K
突
入
す
る
や

佐
倉
「
本
部
」
派
・
士
屋
粋
ら
デ
ツ
チ
上
げ
「
支
部
三
役

」
は
職
場

K
顔
を
す
ら
見
せ
ず
、
「
本
部
」
派
組
合
員
を

「
当
局
の
言
い
左
h
y
k

走
れ
」
と
指
示
し
て
「
保
護
願
い

」
を
提
出
さ
せ
、
マ
ル
生
ス
ト
破
h
J
分
子
よ
ろ
し
〈
当
局

職
制
・
公
安
官

K
手
厚
〈
防
衛
さ
れ
て
ス
ト
絞
り
ジ
ェ

ッ
ト
列
車

K
乗
務
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら

K
、
動
労
千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ

K
よ
っ
て
三
月
三

日
の
ジ
ェ
ッ
ト
列
車
七
本
す
べ
て
が
ぶ
つ
と
ま
る

と
い
う
状
況
の
中
で
、
当
局
が
翌
四
日
か
ら
助
役
機
関
士

を
導
入
し
て
強
権
的
な
ス
ト
破
り
を
画
策
し
、
コ
一
日
夕
刻

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

千
葉
市
要
町
二
t
八
ハ
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力
車
会
館
〉
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九
三
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t
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8
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よ
h
J
の
機
関
車
回
送
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
佐
倉
「
本

部
」
派
は
と
れ

K
卒
先
協
力
し
て
〔
ス
ト
破
h
y
B
変
仕
業

〕
を
受
け
入
れ
て
、
機
関
車
回
送
を
積
極
的

K
行
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
も
四
日
以
降
は
、
国
労
が
助
役
機
関
士
導
入
に
抗

議
し
列
車
掛
の
乗
務
拒
否
闘
争
へ
突
入
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
助
役
機
関
士
と
共

K
重
連
機
関
車

K
ス
ト
破
り
と
し

て
当
局

K
警
護
さ
れ
て
積
極
的

K
乗
務
し
た
の
で
あ
る
。

全組合員・家族の強固な団結で組織破壊攻撃を粉砕せよ/

③
ス
ト
破
り
工
作
の
先
頭
に
立
っ
た
動
労
東
京
地
本
一

一

委

員

長

松

崎

明

/

一

動
労
の
，
顔

d

と
た
て
ま
つ
ら
れ
る
松
崎
明
・
東
京
地

本
委
員
長
は
、
動
労
千
葉
の
五
日
間
ス
ト
ラ
イ
キ
と
総
武

国
電
を
は
じ
め
と
す
る
全
線
ス
ト
戦
術
の
迫
力
の
前

K
完

全

K
圧
倒
さ
れ
、
驚
が
ぐ
し
、
な
ん
と
国
労

K
対
し
て
「

総
武
国
電
を
国
労
と
動
労
(
「
本
部
」
)
で
動
か
そ
う
」

と
ス
ト
破

b
の
申
し
入
れ
主
で
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
た

対
し
て
国
労
は
ハ
ツ
キ
リ
と
拒
否
し
〔
助
役
機
関
士
導
入

抗
議
、
列
車
掛
乗
務
拒
否
、

B
変
仕
業
反
対
/
〕
で
答
え

た
と
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
o

さ
ら

K
許
せ
念
い
と
と

K
は、

ス
ト
期
間
中
連
日
連
夜

K
わ
た
っ
て
「
ス
ト
を
や

め
ろ
」
等
々
と
、
時
に
は
動
労
千
葉
組
合
員
の
名
を
か
た

っ
て
ま
で
悪
質
電
話
H
ナ

l
パ
ス
電
話
を
か
け
て
き
た
の

で
あ
る
o

全
組
合
員
の
み
な
さ
ん
。
と
れ
が
動
労
「
本
部
」
ス
ト

破

b
集
団
が
行
っ
た
わ
が
動
労
千
葉
へ
の
ス
ト
破
h
y
敵
対

行
為
の
実
態
で
あ
る
o

と
の
「
本
部
」
派
ス
ト
破
h
y
集
団

を
断
じ
て
許
し
て
は
ま
ら
念
い
。

怒
り
も
新
た

K
、

「
本
部
」
派
支
部
解
体
・
銚
子
支
部

早
期
結
成

K
む
け
全
力
を
傾
注
し
よ
う
。
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